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認知症者の在宅生活を維持する非訪問型の生活評価・介入システムの標準化に関する研究 
研究分担者：釜江(繁信)和恵 公益財団法人浅香山病院 精神科 認知症疾患医療センター  

精神科部長・認知症疾患医療センター長 
(研究協力者：島宏和 林竜太 濵田麻祐子 勝田紳太郎 松原大輝 中島華菜 山中涼 

佐々木陸 小玉桜南 新城美紀 三好豊子 山本朝美） 
 
研究要旨：認知症者の在宅生活を維持する非訪問型の生活評価・介入システムの導入を拒
む要因の調査 
 

Ａ．研究目的 
本研究では自宅写真を撮 ってもらい、回
収した写真から生活を評価する非訪問型の
生活評価システム「Photo Assessment(以
下 、PA)」、患家にあるパソコンやタブ
レットを Zoom などのオンライン会議シ
ステムで病院とつなぎ、画面越しに生活指
導を行う「OnlineManagement(以下、 O-
MGT)」の標準化が目的であるが、これま
で開発を担ってきた機関が大学病院であ
る。そのため一般病院の外来認知症患者・
介護家族に導入するにあたり、導入を阻害
する可能性のある要因を検討した。 
 
B. 研究方法 
当科外来に 2023 年 1月に当科物忘れ外来
通院中のアルツハイマー型認知症患者で、
訪問看護あるいは訪問リハビリを受けた経
験のある患者（CDR0.5-CDR2）および介
護家族連続 20 例(主介護者が 65 歳未満 10
例・65 歳以上 10例)、訪問看護あるいは
訪問リハビリを受けた経験のない連続 20
例(主介護者が 65 歳未満 10 例・65 歳以上
10 例)に PA/ O-MGT を実施すると仮定し
た場合の実施困難な事柄について聴取し
た。 
(倫理面への配慮) 

本研究は外来診療の一環として行われ、当
院の倫理委員会の承認を得て実施した。 
 
C. 研究結果 

 
 
D. 考察 
既に訪問看護や訪問リハビリの経験がある
患者家族は自宅の写真を撮ることに抵抗は
少ないが、未経験の家庭では自宅の写真を
撮って提供することに抵抗がある例が多か
った。また主介護者が高齢である場合には
オンライン会議システムの使用に困難が予
測された。 
 
E. 結論 
これまでに訪問看護・訪問リハビリの経験
のない患者・家族に PA/ O-MGT を実施
する場合には、導入時によりその効果も含
めより丁寧な説明が必要である。また介護
者が高齢である場合にはオンライン会議シ
ステムの使用に何らかの支援が必要であ
る。 
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